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幕

末

の

財

政

素

跳

に

つ

い

て

(上
)

一

幕
末
特
有
の
新
経
費
積
出
を
中
心
と
し
て
I

i

大

山

敷

太

郎

幽
、

序

言

徳

川
幕
府

の
財
政

は

そ

の
初
期

を
除

く

の
外
帯

に
窮

乏
勝

で
あ
、つ
ね
。
ね

Y
享

保

.
寛

政

の
治

に
多
少

の
鈴
裕

密
生
ぜ
し
も
ノ

燕

発
《

蒔

的

の
も
の
苧

£

愚

な

か
っ
た
。
し
か
し
て
幕
末
漸
く
知
事

、
内
憂
外
患
炎
々

環
る
に
及
ん
で
従
来
全
く
夢
想
だ
に
せ
ざ
り
し
幾
多
重
大
な
る
新
費
目
を
生
じ
、
舷
に
そ
の
財
政
状
態
は
牧
合
す

べ
か
ら
ざ
る
紫
飢

の
極
に
達
せ
し
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
幕
末
に
お
け
る
外
国
資
奎

義
の
膣
追
は
わ
が
鎖
国

り

封
建
二
百
敷
十
年
太
李
の
夢
を
破
り
、
沿
海
の
警
備
、
砲
毫

・
造
船
所
の
築
造
、
船
艦

.
武
器

.
弾
薬
等
の
買
牧

或
は
製
造
に
國
用
を
多
端
な
ら
し
む
る
こ
と
甚
だ
し
-
、
又
劃
外
的
紛
紜
に
基
-
纂

の
支
彿
も
威
嚇
的
長

求

せ
ら
れ

て
莫

大
な

る
負
捲

と

な
り

、
更

に
内
的

事
鍵

と

し

て
將
軍

両
度

の
上
洛

、
長

州
征
伐

等

の
畢

あ

る
あ

り
、
妙

な

か
ら

ざ

る
経
費

を

必
要
な

ら

し
め
た

。
か

く

の
如

く

に
し

て
元

来
鯨
裕

を
有

せ
ざ

り

し
幕
府

の
財
政
獣
態

は
そ

の
逼
迫

に

一
大

拍
車

を
加

へ
ら

れ
、
遽

に
幕

府

そ

の
も

の

～
覆

滅

を
支

ふ
る
能

は
ざ

る

に
立
至
り

た

る
も

の

で
あ

っ
た

。

し
か
し

て
何

が
故

に
幕
府

の
財

政
が

し
か
く
棄

齪

せ
ざ

る
を
得

ざ

り
し

か
、
或
は
又
幕
府

當
局

者
が

か

～

棄

の
財
肇

甦

つ
い
て

第
三
+
五
巻

δ

五

第

一
號

一
〇
五



幕
末

の
財
政
素
齪

に
つ
い
て

第

三
十
五
巻

一
〇
六

第
二

號

一
〇
六

る
客

観
的
情

勢

に
直

面

し

て
果

し

て
如
何

な

る
財
政
救
治

策

を
探

り

し
か
、
乃

至

そ

の
實
質

的
効

果
如

何
等

を
吟

味

す

る
こ
と

は
、
本
問

題

の
考
察

上
、
も
と
よ

り
重
要

な

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、

こ
れ
等

の
諸

鮎

は

こ
れ
を

最
後

に

概

観

す

る

こ
と

～
し
、
先

づ
私

は
幕
末

に

お

い
て
繧
出

せ

る
幾
多

重
大

な

る
新

経
費

と
、

よ

っ
て
生

ぜ

る
幕
府

財

政

の
紫
凱

状

態

そ

の
も

の

に

つ
い
て
論
述

し

て
見
震

い
と
思

ふ
。

剛
…
、
温
海

の
防

備

(殊

に
砲
螢

の
築

造
)
と

そ

の
費

用

寛

政
以

来
異

國
船

の
我

が
近
海

に
出

没

す

る
も

の
年
毎

に
そ

の
数

を
増

し
、
邊

填

た
め

に
漸

く
多
事

な
ら

ん
と

す

る
形
勢

を
示

し

た
。
勿

論
、
彼

等

の
來

航

を
以

て
直

ち

に
領
土
的

野

心

を
抱
藏

せ
る
も
の
と
な

す

べ
き

で
は
な

い
が

、
し

か
も
常
時

に
あ

っ
て
国

防

の
忽

緒

に
附

す

べ
か
ら
ざ

る
こ
と

は
、
朝

野

の
識
者

の
等

し
く
認

め
た

る
と

こ
ろ

で
あ

っ
た
。

林
子

李

が

か
の
有
名

な

る
「
海

図
兵
談
」
を
出

せ

る
は
天

明

.
寛

政

年
間

の
こ
と

に
属

す

る
。
彼

は
そ

の
開
窓
劈

頭

に

お
い
て
大
砲

・
軍

艦
及

び
砲
毫

を
主

と

せ

る
海

國

日
本

と

し
て

の
武
備

の
必

要
を
説

き
、
『
…
窃

に
思

ふ

に
、

め
　

江

戸

日
本
橋

よ
り
唐

土

及
び
阿
蘭

陀
迄

も
境

目
な

き
水
路

な
り
』

と
喝
破

し
、
以

て
わ
が
大
卒
逸

民

の
夢

を
醒
さ

ん
と

し
た
。
然

る

に
、
彼

の

こ
の
警
世
的

所

論
を
ば
国

政

私
議

の
廉

を
以

て
抑
歴

し
、
蟄

居

を
命

じ
た

る
時

の
老

中

松
年

定

信

そ

の
人
が

、
そ

の
後
年

年
を

出

で
ざ

る
に
、
自

ら
國
防

の
こ
と

に
奔

走

せ
ざ

る
を
得

ざ

り
し
が
如

き
、

正

に
臨
勢

の
如

何

な

る
も

の
で
あ

っ
た
か
を
如
實

に
物

語

る
も

の
と

い
は
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

置)第 一・瑠 を天 明 六年(西,一 七 八 六年)
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寛

政

三
年
九

月

、
幕
府

は
老
中

松
李
定

信

の
名

を
以

て
海
防

に
閲

す

る
布

合

を
登

し

て
み

る
が
、
彼

自
身

、
翌

四

年
十

月
「
海
防
御

備
愚
意

」
と
題

す

る
意

見
書

を
登
表

し
た
。
彼

は
中

に
お

い
て

『
…

…
攣

異
邊
害
之

儀

は
、

い

っ
と

も
期

し
難

き
事

に
付
、
成
丈

ケ
御
偏

向

は
夫

々
御

手
を
壷

さ

る
べ
き
事

に
付

、
攣

異

御
備
之
儀

心
付
恨
事

と

も
申

述
候
』
云

々
と

て
、
堺

・
山

田

・
佐
渡

そ

の
他
海
邊

の
直

領
地

は
代
官

の
手
當

に
て
は
御

備
前
難

レ
成

か
る

べ

く
、
最

寄

高
石

以
上

の
領
分

々
に
お

い
て
組
合

を
以

て

こ
れ

に
當

る
べ
き
を
説

き
、
殊

に

『
第

一
安

心
不
仕
者

、

房

州

・
豆

州

・
上
総

・
下

総
等

に
而

、
沼

津

よ
り
は
大
概

海
邊

に
居
城

も
有

之
虚

、
右

四

ケ
國

は
尤

小
給
所

、
ま

九
御
領

に
而

一
向

に
御
備
無

之

、
下

田
奉

行
も
相

止

、

浦
賀

よ
り

引
移

候

上
は

、

省
更
御

手
當

も

無

之
同
様

に

而

、
異

國
船
右

之

場
所

よ
り
.浦

賀

へ
乗

入

、
品
川

へ
來

る
節

は
、
大

井
川

・
箱

根
之
御

固

め
も
窪

に
徒
然

に
相
成

り
・
可
急

の
場
所
に
て
候

此
轟

備
之
笙

と
私
は
箏

存
罷
免

至

と
論
ぜ
・
如
・
、
・
の
問
題
署

す

.
る
彼

の
豫

て

の
態

度

を

窺

ふ

に
足

る

も

の

で
あ

ら

う

。

越

え

て
同

五

年

彼

自

ら

の
海

岸

巡

視

に

よ

っ

て
江

戸

灘

防

禦

計

劃

の

こ
と

は

漸

く

具

賠

化

せ

ん

と

せ

し
も

、

こ

の

年

七

月

二
十

三

日
故

あ

っ
て

定

信

老

中

の
職

を

免

ぜ

ら

れ

、

同

八

月

三

日

浩

海

防

備

中

止

の
登

命

を

見

て
仕

舞

つ
慧
。。

し

か

し

て

璽

六

年

八
月

三

日
附

を

以

て
、
老

中

戸

田

氏

敏

の
名

に
お

い
て
次

の
如

き
令

達

が

登

せ
ら

れ

た

。

『
海
握
御
備
之
儀
、
伺
之
通
被
仰
出
候
得
共
、
猫
又
御
再
考
被
遊
侠
塵
、
諸
国
之
御
料
井
私
領
海
邊
も
不
小
事
に
優
待
は
、
窺
濟
之
場
所

の
み
堅

固
相
成
候
而
も
、
諸
国
浦

々
御
手
當
不
行
届
候
節
は
、其
詮
も
無
之
候
間
、賞
用
之
勘
辮
有
之
候
様
に
と
の
御
沙
汰
に
候
(中
略
)、
前
文
之
御
趣
意

を
以
相
者
候
得
は
、
日
本
國

一
膿
之
御
備
は
、
土
地
之
御
要
害
而
巳
に
か
エ
は
る
べ
き
筋
と
も
不
被
存
、
極
意
之
塵
は
来

て
御
世
話
込
有
之
、
武

藝
等
愈
々
御
引
立
、
御
武
徳
を
以
御
備
被
遊
侠
外
は
有
之
間
敷
御
事

に
て
、
土
地
之
要
害
而
巳
に
か
エ
は
る
儀
に
は
無
之
、
然
れ
ば
と
て
可
備
場

幕
末

の
財
政
素
肌
に
つ
い
て

第
三
十
五
巻

一
〇
七

第

一
號

一
〇
七

5),4)L寛 政 秘 策 「(L未 刊随 筆 百種 「,第 二(:)盤,四 九一 頁 以 下),L陸 軍 歴 史 「巻
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幕
末

の
財
政
棄
翫

に

つ
い
て

第
三
十
五
巻

一
〇
八

第

一
號

一
〇
八

、所
を
捨
置
換
事

は
沃

て
有
之
間
数
事
、
尤
被
仰
山
候
御
趣
意
被
改
さ
る
儀

に
候
得

は
、
此
上
御
手
軽
に
御
貰
用
之
御
備
相
立
候
様
致
度
事
に
鋳
』

云

々
右

に

お
い
て
、
『
窺
濟

之

場
所

の

み
堅
固

相
成

候
而

も
、
諸
國

浦

々
御
手

當
不

行
届
候

節

は
其

詮

も
無
之
』
と

て

賞

用

の
勘

辮

あ

る

べ
き
御
沙

汰

な
り
と

い

ひ
、
叉
『
此

上
御
手
軽

に
御
費

用
之

御
備

相
立

候
様
数
度
』
云

々
と
述

べ

た

る
如

さ
、
海
防

の
不
可
映

を

認
め
乍

ら

も
、
そ

の
経
費

の
貼
よ

り

み
て
、
早

く
も
容
易

に
行

は
れ
難

か
り

し

こ

と
を
示

し

て

み
る
も

の

で
あ

る
。
さ
れ
ば
『
日
本
國

一
腱
之

御
備
』
は
『
土
地
之

御

要
害

而
已

に
か

、
は

る
儀

に
は
無

之

』
、
要

は
御
武
徳

黎
以

て
御
備

あ

る
よ
り
外

な
し
云

々
と

い

へ
る
が
動

き
、

も
と

よ
り

一
片

の
遁
餅

た
る
に
過

ぎ

ぎ

る

こ
と

、
敢

て
言

ふ
迄
も

な

い
の
で
あ

る
。

抑

々
、
常
時

に

お
け

る
沿
海
防

備

の

こ
と
た

る
や

、
右

の
如

く
重
要

視

せ
ら

れ
た

る
も

の
で
あ

る
が

、
そ

の
最

も
主

要

な

る
を
江
戸
灘

と

し
、

そ

の
他
大

坂

・
長

崎

及
び
箱

館
を

各
中

心
と
す

る
地

方
が
あ

り
、
な

ほ
各
藩

に
お

い
て
も
夫

々
若

干

の
施

設

を
な

し
た

。
就

中

、
江
戸

灘
防
禦
施

設

は

そ

の
規

模
最

も
大

に
、
從

っ
て
そ

の
経
費

も

亦
最

も
亘
額

に
達

し
た

。
よ

っ
て
以

下

こ
れ

に

つ
い
て
若

干
を
述

べ
て
、
幕

末

沿
岸

防
禦
施

設

と
そ

の
経
費

の

一

端

を

知

る
具

に
供

し
た

い
。

寛

政
以
後

、
文
化

.
文

政

.
天
保

.
弘

化

の
各

年

に
お

い
て
幕

府

は
江

戸
灘

の
各
地

に
夫

々
砲
皇

を
築

き
或

は

陣

屋

を
置

き
、
時

に
そ
の
位

置

を
憂

じ
叉

そ

の
歎

を
増
加

し

て

ゐ
臨
。
今

、

一
々
こ

れ
に

つ

い
て
詳

説
す

る
除

裕

は
な

い
が
、

こ

れ
等

が
未
だ

以

て
恃

む

に
足

ら
ざ

り

し

こ
と

は
、
嘉

永
六

年
か

の

べ
フ
ー

の
来

航

す

る

に
遭

び

て

6) 」同上 書 「,巻 一三,(.同 上 書 「,四 四〇 頁)
7)麟 島

以蹴 線 鎖 麟 璽 叢ll∠卜)・・　 頁以下賊 軍歴



上
下
全
く
そ
の
度
を
失
ひ
、
蒼
皇
と
し
て
防
備
援
張
の
こ
と
に
狂
奔
す
る
に
至
り
し
事
實
に
.
最
も
明
ら
か
に
察

知
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

嘉
永
六
年
七
月
、
砲
壷
築
造
の
件

に
つ
い
て
時
の
勘
定
奉
行
川
路
左
衛
門
尉
、
勘
定
吟
味
格
代
官
江
川
太
郎
左

衛
門
等
は
種

々
調
査
研
究
の
結
果
を
上
申
し
て
み
る
。
今
.
こ
れ
に
よ
れ
ば
萬
全
の
設
計
と
し
て
、
毫
場
九
ヶ
所

水
中
埋
立
石
計
千
六
百
十
萬
三
千
二
百
十
絵
坪
に
し
て
、
そ
の
建
設
費
概
算
は
、
次
の
如
き
雇
大
な
る
数
字
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

」
P

㌧
垂
足
聖
ヨ
r

ノ
ろ
ノ
　
お
ヨ
な

一
会
千
四
百
七
萬
七
千
三
百
九
十
六
爾
三
分
余

蜜
津

よ
11
旗
山
前
蓮
御
古
場

八
ヶ
所
分

凡
御
入
川

一
金
光
+

一
萬

二
千
九
百
+
五
雨

二
分
余

旗
山
方
方
五
町
築
山
御
台
場

一
ケ
所

凡
御
入
用

合
金
千
四
百
九
+
九
萬
三
百
十
二
爾
余

、

い
ふ
迄

も
な

く
私
共

は
今

日

の
眼
を
以

て
漫
然

と

こ

の
数

字
を

見

る
べ
き

で
は
な

い
。
試

み

に
こ

れ
よ
り
敷

年

前

に
當

る
天
保
十

三
年

の
幕
府

の
歳
計

を

見

れ
ば
、
定
例
牧

入
金

九
十

二
萬

爾
除

、
同
支
出
額

百

四
十

五
萬
雨

と

あ

ス
岡
。
(
ζ
の
歳
出
入
の
著
し
き
不
均
衡
は
即
ち
幕
府
財
政
の
棄
昆
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
幕
府
の
財
政
救
治
策
に
つ
い

て
説
く
と
こ
ろ
を
参
照
)。
今

、
右

の
砲

憂

建
設
豫

算

を

こ
れ
と
劉

比
す

れ
ば

そ

の
如

何

に
厖
大

な

る
計
劃

な
り
し

か

ゴ

判

る
で
あ

ら
う

。
即

ち
、

幕
府

定

例
牧

人

の
十

六
倍
強

、

同
支

出

の
約
十

倍

に
該

當

す

る

経
費

で
あ

る
。

勿

論

最
幕

末
期

に
お
い
て
御
用

金
そ

の
他

に
よ

っ
て
幕
府

の
牧

人

も
必

ら
す
や
増
加

せ
し

め
ら

れ
た

で
あ

ら

う
が

、
、
こ

幕
末
の
財
政
棄
魁
に
つ
い
て

第
三
+
五
巻

一
〇
九

第
一
號

一
〇
九

8)
`3)懸 鑛1騰 搬 諭 』聖駕 粋 五碩



幕
末

の
財
政
蓋

に
つ
い
て

第
三
+
五
巷

=

o

笙

號

=

o

の
幕

府

歳
計

と

の
比
較

劉
照

は

以
下

の
諸

経
費

を

顧

み
る
場
合

に
も

同
様

注
意

せ
ざ

る

べ
か
ら
ざ

る
鮎

で
あ

る
。

が

、

一
々
こ
れ

に
言

及
す

る
鯨
裕

が
な

い
。
特

に
讃

者

の
留
意

を
乞

ふ
も

の
で
あ

る
。

凡

そ
右

の
如

く

で
あ

っ
た

か
ら
彼
等

も
設
計

は
な

せ
る
も

の

～
、
そ

の
上
申

書
中

に

『
…
・-
然

る
庭

、
右

膿
之

御
普

請

は
從

て
塊

合
無

γ
之
大
業

に
て
、
不

二
容

易

一御

入
用
高

に
及
び

、
其

上
何

ケ
年

に
て
全
成

就
可
レ
致
哉

、
更

に
見

居

も
附
条
』

云

々
と
あ

る
如

く
、
到
底

貴
行

し
得

べ
き

も

の
と

は
考

へ
な

か

っ
た

の

で
あ

る
。

試

み

に
今
彼

等

の
計

算

す

る
と

.・
ろ
を
聞

か

ん
に
、
前

記

水
中
埋

立

に

つ
い
て
相
州

三
浦

岩

を
以

て
し

、
石
切
津

出
船
賃

・
場

所

埋
立
共

六
尺

四

面

一
埣

正
人

足
十

五
人

と

見
積

り
、
百

三
萬
人

の
人
夫
を

以

て
石

二
千
埣
宛

の
工
事

を
な

す
も

の
と
し

て
日
数

八
千

五
十

一
日
鯨

を
要

し

、
こ
れ

を
年
月

に
換
算

す

れ
ば
、
二
十

二
年

二
ヶ
月

の
長

日
月
と
な

る
。

し
か
も
右

の
凶

に
は
暴

風
霧

雨

風
波
等

の
差

障

も
あ

る

べ
し
と

て
『
…
:
・労

々
成

功

の
見
居
無

ゾ
之

、
歎

息
當
惑

の

次
第

に
御

座
候
』

云

々
と
歎

じ

て
み

る
の

で
65
る
。
か

く

の
如

し
と

せ
ば
、

ひ
と
り
常
時

の
財
政
欺

態

よ
り
見

て

毘
大
な

る
計
劃

た

り
し

の

み
な
ら

す

、
切

迫

せ
る
事

情

の
下

に
あ

り
し
常
時

の
國

防
計
劃

と

し
て
も
亦
殆

ん
ど
空

想

と

い

ふ
べ
き

一
個

の
理
想
案

た

る
に
過

ぎ

な

か

っ
た

。
然

し
乍

ら
當
時

の
形
勢

と
観
念

と

に
お

い
て
莫

大

な

る

経

費

を
敢

て
し

て
も
沿

岸
防

備

の

こ
と

は
貴

行

せ
ら

れ
な

け
れ
ば

な

ら
な

か

っ
た
。
層勿

論

、
最

初

の
設
計

よ
り
見

れ

ば
大

に
軽

減

せ
ら

れ
、
且

再
計

劃

の
壷

場
十

一
基

建

造

も
漸

く
そ

の
第
六
墓

の
孚

ば
迄

を
完

成

せ

る
の

み
で
、

経
費

に
制

せ
ら

れ

て
遽

に
中

絶

し

て
仕
舞

つ
た

が
、
な

ほ

そ
の
総

経
費

は
七
十

五
萬

爾
飴

の
多

き

に
及

ん

熾
。

こ

れ

、
常

時
と

し

て
決

し

て
軽

々
の
も

の
で
は
な

い
。
け

れ
ど
も
前

述
設
計

と
灘
照

す
れ
ば
明
ら
が

な

る
如

く
・
最

10)L日 本 財政 経 済 史 料「,巻 一,財 政 之 部,九 五 六頁
L同 上 書 「,II) 九 五 八頁.

12)そ の詳 細 な る内課 はL日 本 財政 経 済更 料■,巻 ・一.,財 政 之部,九 六二頁



初

こ
の
議

に
異

れ
る
江
川

等

の
意

見
と

は
頗

る
相
違

せ
る
簡

略

な

る
も

の
な
り

し

は

い
ふ
迄

も
な

い
。
傳

へ
ら

る

、
と

こ
ろ

に
よ

れ
ば

,

一
日
彼

は
時

の
勘

定
奉
行

川

路
と
砲

毫
築

造

の
件

に
關

し

て
意

見
を
異

に
し
、
川

路

は
減

費

額

を
ヌ

然

と

k

彼

は
以

て
不

可

と
な

し
、
川
路

益

々
説

け
ば

江
川
愈

々
属

せ
蓬

に

『
…

・.誠

に
如

・
斯

は

失

禮

の
申

分

に
は
候

へ
共

、
竹

へ
縄

を

つ
け

品
川

の
沖

ハ、
立

置

も
同
様

に
て
、
詰

り
砲
皇
建
築

の
費

は
多
少

に
拘

ら
す
国
家
無
益
の
費
と
歩

存
候
』
と
迄
極
　一回し
て
、
雲

彼
の
遠
慮
深
き
人
爲
を
知
れ
・。
周
園
の
人
々
を
驚
か
せ

.し
と
い
紳

し
か
も
が

あ

如
き
は
ひ
　

江
川

の
み
の
意
見
で
?

、
筍
も
多
少
事
情
に
導

・
も
の
、
、

ハ
　
　

齊

し

く
抱

け

る
と

こ
ろ

で

あ

っ
た

で
あ

ら

う

。

(謎
)例
之
・
撃

阿
波
守
は
・
・
誓

言

§

・
て
乳

・
襲

・
ξ

垂

㎜
莞

州
先
轟

共

ケ
所
御

口
熱

難

禦

候
難

鰹

御
盤

需

深
く
憲

服
候
得
共
・
右
御
台
場
計
之
讐

而
外
・
御
備
之
品
無
之
候
得
・
、
形
勢
・
難

・
候
唖

ハ、
畢
竟
饗

備
と
は
相
成
申

駿

候
・
誠

籔

百
萬
之
人
力
姦

・
・
御
取
建
被
仰
付
候
得
業
、
葦

全
達

書

ざ
れ
ば
、
有
・
舞

融

』
云
々
と
噺
、
て
る
る
。
罐

喬

の
薯

に
『丈
夫
そ
う
で
不
悉

な
も
の
ぱ
i

房
相
福

台
場
』
・
か
、
『
富
里

・
で
誉

ぬ
・
の
は
1

大
筒
の
的
』
或
は
叉

『
こ
わ
。

う
で
霧

羨

い
も
の
は
一

海
岸
の
大
筒
・
芝
居
の
化
惣

等
量

あ
嘉

如
き
も
亦
、
世
評
2

班
を
推
測
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

然

る
に
勝
海
舟
は
入
域
は
品
川
の
砲
毫
を
以
て
無
用
の
贅
物
と
な
し
、
空
し
く
亘
萬
の
財
を
廃
す
る
を
答
む

る

に
謝
し
て
説
を
な
し
て
日
∴

か
あ

如
き
は
當
時
の
事
情
を
察
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
砲
嚢

造
に
関
す
る
當

路

者

の

真

意

は

こ
れ

に
よ

っ
て

府

下

百
萬

の

生
霊

を
揮
禦

す

る
と

し
以

て
人

心
を
鎮

撫

せ
ん
と

謀

っ
た
の

に
あ

る
。

そ
は
も

と

よ
り

一
時

の
権
道

に
外

な
ら
な

か

っ
た

の
で
あ

ら

う
。
條
約

既

に

一
定

し
て
、
幕
府

の
意

は
和
交

の

外

に
な

い
。
然

る

に
、
當
時

京
紳
及

び
諸
藩

は

い

ふ
に
及
ば
す
諸

有
司

の
間

に
も
新

に
外
國
と
締

盟

せ
る

に
劃

し

葉

の
財
肇

甦

つ
い
て

第
三
+
碁

=

一

笙

竺

、
=

雷 麗 黙 博 ≡1論 樵 認 。1磐薇 織i蘇 巻二,三・五頁・
櫻 本 章 良 著L側 面 観 幕 末 史 コ,一 一 二:瓢 三 六 三 頁IS)



幕
末

の
財
政
棄
齪

に
つ
い
て

第

三
十
五
巻

一
=

一

第

一
號

一
=

一

て
異
議

を
唱

へ
、

そ

の
不
可

を

論

じ
、
只
管

當

局

の
怯

懦
戦

を
櫻

る

～
も

の
と

し
、
攘
夷

論
頗

る
盛

ん

で
あ

っ
た
。

の

磁

壁

の
築

造

は

か

く

の
如

き
沸

騰

せ

る
人

心

を

鎮

撫

す

る

一
策

た

り

し

も

の

で
あ

る
(大
意
)』
云

々
と

。
ム
㌧

彼

の

所

説

の
當

否

は
姑

く
問

題

外

に
置

く
も

(唯
、
彼

の
こ
の
所
説
は
後
年
の
も
の
で
あ
る
。
彼
自
勇
當
時
に
お
い
て
必
ら
ず
し
も
か
エ
る
考

で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
出塁
永
六
年
五
月

の
上
書
中
に
お

い
で
『
江
戸
海

へ
堅
固
の
御
台
場
御
建
造
』
を
以
て
『尤
も
御
急
務
』
の
一
と
な
し
て
み
る

。
と
に
よ
っ
て
替

れ
る
)
、
幕

府
當

路
者

の
眞
意

に
し

て
果

し

て
右

の
如

か

り
し

と

せ
ぱ

、
沸

騰

せ

る
人

心

の
鎮
撫
費

ど

も

も

へ

し

ロ

ロ

ノ

コ

　

リ

サ

ま

勇

ナ
有

り
し
と

い
は

さ

る
を
得

な

い
で
あ

ら

う
。

↓
か
も
私
共

は
右

を

以

て
海
岸

防
備
費

の
凡

て
と
速
噺

す

べ
き

で
は
な

い
。
帥

ち
、

こ
れ

に
備

ふ
べ
き
大
砲

の

鋳

造

の
如

き
は
勿
輪

、
砲

壷

の
ノ維
持
費

の
如

き
も
亦
軽
視

引

べ
か
ら

ざ

る
も

の
で
あ

っ
た
。
ム
・
、
幕
末

に
.お
け

る
鋳

砲

総
敷

の
如

き

は
詳

で
な

い
が

、
錆
砲

用

の
不

足
を
慮

り
銅
鐵

を
以

て
佛

像
諸

器

具
を
鋳

造

す

る
こ
と
を
禁

じ
、

更

に
は
諸
國

寺
院

の
梵

鐘

の
錆
換

を
行

は
ん
と

せ
」
程

な

り
し
を

以

て
見

れ
ば

、
蓋

、
夥

し
き
歎

に
昇

り
そ

の
費

用

の
如

き
從

っ
て
ま

た
莫

大

で
あ

っ
た

で
あ
ら

う

。
安

政

元
年
十

一
月

、
内

海
皇

場
築

造
費

そ

の
他
と

並

ん

で
大

筒
鋳

造
費

を

も
擧

げ

『
...
い
つ
れ
も

一
廉

の

み

に
て
も
莫

大
金
高

に
有
之

、

一
膿

李
常

の
御

取
賄

御
牧

納

に
而

は

年
多

大
の
御
盃

…

御
出
裏

第
に
折
重
り
、
實
以
て
當
節
の
霧

心
仕
候
義
に
有
加
』
云
々
と
あ
る
に
よ

っ
て
も
、
當
時

に
お
け
・
饗

多
端
の
状
を
察
知
す
・
こ
と
が
出
家
・
以

下
・
薯

項
を
別
に
し
て
諸
方
面
の

幕

末
新
経

費

を
考
察

し

て
ゆ

か
う
。

」

曹二
、
海
軍

の
創

設

℃
維
持

と
そ

の
愛

用

巧)L陸 軍 歴 史「,巻 一 〇,'(L海 舟全 集「,巻 六,二 九Q以 下)
L勝 麟 太 郎 上 書 「,監L懐 奮 記事 「附錐,五 五 頁 以下)10)
L陸 軍歴 史 ■,巻五,巻 一 〇(L海 舟全 集 「,巻六,九 〇頁 以 下),L大 日本 古 交書 「,幕17)
末 外 國 騙係文 書,一 五巻,六 三一 頁,」 日本 財政 継 濟史 料 「,巻一,九 六五 頁 等 々

夏8)安 政 二年 三 月の布告(L大 日本 古交 書 「,巷 九.L第 一 冊,四 八六 頁 「)
直9)L大 日本 古文 書 「幕末 外國 關 係 文 書,巷 八,二 五 九頁



文

化

年
間

露
胎

の
千
島

・
樺
太

を
荒

涼

せ

る
、
同

じ

く
英

艦

の
長

崎

に
侵
入

せ

る
等

の
事

麓

に
直
面

し

て
、
常

時

一
隻

の
軍

艦
若

く

は
武
装
船

の
以

て

こ
れ

に
封
抗

す

べ
き
も

の
を
有

せ
す

、
徒

ら

に
拱
手

傍
槻

そ

の
な
す

に
任

せ
ざ

る
を
得

ざ
り

し
事

實

は
、
わ

が
朝

野

の
識
者

を
し

て
沿
岸
防
備

施

設

の
外

に
、
浮
動
武
力

の
必
要

を
痛
威

せ

し
め

た
り

こ
れ
よ
り

さ

き
、
林
子

李

は
そ

の
著
「
海

図
美
談

」
に

お

い
て
国

防

の
忽

緒

に
附

す

べ
か
ら
ざ

る
を
論

じ

て
、
軍

艦

・
大
砲

・砲

毫

の
三
者

を

相
連
絡

せ
し
む

べ
き
を
説

い
た
が

、
古
賀
精

里
亦
『
・:
冷

色
欲
ゾ
講

一一習

水
戦

↓船

艦

不
レ
可
〆

不

二
先
見

拙碍

…
…
臣
不

ゾ
知
丁
其
喜

雨
墨
二
守

成
法

一以

取
乙
笑

於
外
夷

甲
乎

、
將
ゾ
書

下
修

二
舟

艦

一習
二
水
戦

一
身
威

中
制

海

内

加
祝
臣

非

三
敢
満
更

二
幾

天
下
之

舟
船

↓
其

於
レ
今

所
二
習

用

一
者
、
固

漉
而

郵
レ
改

.
特
願

下
別
製
二
大

艦

「
以
供
中
決
戦

之
用

上
耳

、
臣

欲
ゾ
乞

下
於

二
浪
華

,
新

潟
及

自
他

在

々
津
港

↓
大
作

中
船
艦

上]
云

々
と
述

べ
て
、
大

船
建

造

の
解

禁

を

唱
導

し

、
大

船
艦

を
製

造

し
以

て
海

軍
を
興
隆

せ
し
む

る
の
急
務

た

る

べ
き
を
論

じ

、
更

に
そ

の
具
膿
策

と

し

て

『
吏
當

二
揮
レ
良
而

任
ワ
之

、
不

ゾ
良

則
獲

慰

多

、
而
費

莫
大

、
正
當

二
選
〆
巧
両
用
フ
之

、
不

ソ
巧
則
規
制

疎

、
而

敗
壊
随

ゾ

之

、
若

夫
船

艦
之
制

、
則
有

二
商

船
在

↓
請
得

二
取

以
爲
フ
法

、
猶

有
レ
未
二
詳

晰
↓
莫
ゾ
如

下
利
二
誘
蘭

人

↓
而
閑

中
其

法
』

と
説

い
た
(文
化
六
年
、
西
、

一
八
〇
九
年
)
。

こ
れ
等

の
先
畳
的

所

論

は
多
数

の
識

者

を
啓

登

せ
し
も

、
時
勢

は
未

だ
そ

の
貴

行
を
許

さ
な

か

っ
た

。
然

る

に
、
嘉

永
六

年
(
西
、
一
八
五
三
年
)
米
國

艦
隊

の
來

る
や
、
海

防

を
建
議

す

る
も

の

俄

に
陸
続

と

し

て
織

る
が

如
く

、
水

戸
侯
齊

昭

の
如

き
も
同

年
七
月
海

軍

の
創

設

を
主
張

し

て
和
蘭

に
託

し

て
軍

艦

井

に
船
大

工
、
按

針
彼
等

の
購

入
雇

入
を
乞

ふ

べ
き
を
論

じ
た

。
弦

に

お
い
て
か
、
幕
府

も
祀
法

の
遽

に
墨
守

幕
末

の
跡
放
棄
翫
に
つ
い
一」

第
三
+
五
巻

一
=
二

第

一
號

一
=
二

塊 鯛 濫輪 轟 ・1櫻騰 誠 ・、晃 一七順 以下)



幕
末

の
財
政
棄
齪

に
つ
い
て

第
三
十
五
巻

一
一
四

第

一
號

一
一
四

す
べ
か
ら
ぎ
る
を
畳

っ
て
二
の
議
を
細
れ
、
次
で
同
年
九
月
、
寛
永
以
来
の
大
船
製
造
の
禁
を
解
き
、
却

っ
て
諸

藩

に
堅
牢
な
る
軍
艦
の
建
造
を
徒
心癒
す
る
に
至
つ
ち
。
こ
れ
、實

に
容
易
な
ら
ぎ
る
國
策
上
の
大
受
化
で
あ
っ
た
。

か
く
の
如
く
に
し
て
幕
末
に
お
け
る
わ
が
海
軍
の
創
設
は
悩
防

の
骨
子
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
關
す
る
松
年
阿

波
守
の
建
白
中
に

『
海
軍
の
御
所
置
は
皇
国
全
州
之
安
危

,
當
全
段
大
之
御
急
務

に
御
座
候

へ
共
、
其
事
誠
に
不

容
易
候
、
甚

に
は
御
軍
艦
御
製
造
之
諸
職
人
に
芝
敷
、
.宣
三

に
は
操
練
に
熟
し
候
者
少
く
、
其
三
に
は
測
量
安

レ

　

ゆ

ロ
ヒ
は

リ

ロ

き

サ

ノ

ト

く

二
言

エ
ヘ

ド
ア

も

コ

ご

ヨ

へ
し

ユ

コ

ロ
ココ
ヒ

一一　
ア
こ

の

ヨ

ロ

ア
こ
ロド
　

コ　
　
こ

ド
　

し

コ

金
乏
併

に
長
し
価
莚
イ
糞

唄
.匹
に
は
餅
之
鍔
遥
鉗
准
之
鐘
堂
所
望
し
き
而
旺
な
ーー
壷
・、
其
技

に
長
し
候
看
客
あ

ら
す
、
其
五
に
は
製
造
の
入
費

に
不
堪
、
其
六

に
は
假
合
軍
艦
御
製
造
に
相
成
候
而
も
只
今
之
御
制
度
に
而
は
御

経
費
御
償
之
道
は
相
違
申
間
敷
、
然

は
、
事
の
尤
難
き
も
の
に
し
て
、
俄

に
御
所
置
難
成
候
は
海
軍
之
御

一
事

に

御
座
候
』
云

々
と
指
摘
せ
る
如
ぐ
、
そ
の
費
用
の
莫
大
な
る
の
み
な
ら
す
、
種
々
の
鮎
に
お
い
て
容
易
な
ら
ざ
る

重
大
問
題
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
常
時
の
軍
制
係
よ
り
の
上
書
中
に

『
海
軍
御
達
興
之
儀
は
當
今
第

一
の
御
要
務

に
て
、
無
此
上
御
大
業
に
有
之
、
御
軍
艦
之
製
造
方
は
莫
大
之
御
用
途
に
て
』
云

々
と
あ
る
が
、
同
じ
く
別
の
上

書

に
お
い
て
海
軍
力
の
充
實
及
び
こ
れ
が
統
制

に
つ
い
て
細
説
し
た
る
後
、
『
左
様
相
成
候
得
は
、彼
を
攻
め
我
を

守

に
足
り
、
未
ソ
戦
て
萬
國
之
謄
を
破
り
、
途
に
は
東
海
之

一
大
強
国

に
相
成
り
、
催
合
、
萬
園
舎
從
し
て
四
面
襲

来
候
と
も
、
十
分
防
禦
行
届
可
申
儀
と
奉
存
候
』
云
々
と
あ
る
を
以
て
こ
れ
を
見
れ
ば
そ
の
抱
負
の
程
も
亦
知
る

べ
き
で
あ
ら
う
。
し
か
も
、
海
軍
の
興
隆
を
以
て
國
家
的
大
事
業
壱
な
し
、
こ
の
た
め
㌍
は
幕
府
従
来
の
重
要
政

策
た
る
参
観
交
代
に
も
徹
底
的
改
革
を
加

へ
、
更
に
封
建
の
通
弊
を
論
じ
て
海
軍
統
轄
の
大
権
を

一
に
蹄
す
べ
き

4)
5)
o)
7)

L開 國 起原 「下,(し 海 舟全 集 「,巻 二,二 九七 頁)
L東 西 辞林 「. 三,三 五 二頁L開 園 起原 ■下,(L海 舟 全 集■,巻二,三 七 七頁)
L海 軍 歴 史 「,一 三巻(L海 舟全 集「,巷 八, 二五 三J)
L同 上 書「, 二 六 ≡.頁



勧
い
び
㌃
然
ら
ず
ん
ば
数
籔
伽
㎡脱
艦
、
百
萬
の
兵
士
あ
h
と
も
そ
の
活
用
を
望
む
べ
か
ら
宇
と
断
じ
て
み
る
。
こ

れ

に
よ

っ
て
も
肚
會

の
漸
憂

行
詰

の
極

、
新

興

日
本

と
し

て
世

界
的

に
甦
生

せ
ん

た
め

に
は

、
組
織
攣
革

の
要

望

切
實

な

る

も

の
あ

り
し
を

知

る
こ
と
が
出
来

る
。

然

ら

ば
、
こ
の
際

に
お
け

る
軍
制
係

の

立
案

は
果

し

て
如

何

な

る
も

の

で
あ

っ
た

か
。
今

、
こ
れ
を
略
述

す
れ
ば

江

戸

・
大

阪

雨
地
守
備

の
外
全
図

を
東
海

・
東

北
海

・
北
海

・
西

北
海

・
西
海

・南

海

の
六
匪

に
分
ち
、
全
十

五
組

、

の

船
数
三
百
七
十
艘
、
乗
組
人
数
六
萬
千
二
百
五
人
と
い
ふ
常
時
と
し
て
實
に
厖
大
な
る
計
劃
で
あ
っ
た
。
か
く
の

如
き
は
.
先
述
阿
州
侯
姥
臼
中
に
指
摘
せ
ら
れ
た
る
諸
事
情
、
殊

に
は
財
政
逼
迫
の
當
時
に
あ

っ
て
先
づ
第

一
に

謎

真
秀

ゑ

き
輩

の
黙

薫

る
も
露

な
る
禰

舞

製

麺

喜

う
し
は
い
ふ
響

な
呼

(
註
)
丈
久

二
年
閏
八
月

二
十
日
、
こ
の
日
、
幕
府

首
…晒
者
は
將
軍
家
も
出
座

の
上
、
右
、
軍
制
係
よ
り
提
出

の
取
調
書

を
中
心
と
し
て
海
軍
創
立

に
關
す
る
評
議
毒

中

に
開
い
た
・
「
醤

夢
塾

」
記
す
と

こ
乏

よ
れ
ば
・
こ
の
前

言

軍
蟹

行

に
登
辱

ら
れ
・
・
の
日
始

め
て
出
席
せ

る
勝

麟
太
郎
(
海
舟
)
は
、
右
取
調
書

中
に
お

い
て
軍
艦

の
籔
を
東
海
は
何
十
艘
、
北
海

は
何
十
艘
等

々
と
あ
る
を

一
覧

し
て

『
斯

る
盛
大

の
備

は

匠
六
百
年

の
後
な
ら
で
は
整
は
ざ
る
べ
し
、
愚
見

は
近
き
所
よ
り
遠
き
に
至
る
を
可
と
し
、
先
五
六
名

の
有
志
者
を

つ
の
り
、
横
濱

に
出
し
て
航

海

の
技
術
を
傳
習
せ
し
む
る
位

の
庭

よ
り
着
手
す
る
積
り
な
り
』
云
々
と
申
立
て
.
勝
軍

の
座
前
を
も
揮
ら
ざ
る
そ
の
侃

々
た
る
立
言

に
列
座
を

し
て
感
嘆

せ
し
め
た
り
と

い
ふ
。
思
ふ
に
、
彼

は
先
年
親

し
く
米
国

に
航
し
て
そ
の
登
達

せ
る
国
防

の
實
呪
を
観
察
せ
る
も
の
、
鉄
昭
多
き
わ
が

国
防

の
實
情
を
顧

み
て
憂
心
勃

々
た
る
も
の
が
あ

っ
た
で
あ
ら
う
が
、
さ
て
、
常
時

の
實
際
を
知
る
も

の
と
し
て
は
、
右

の
如
く
言
は
ざ
る
を
得

な
か
っ
た

こ
と
L
解
一せ
ら
れ
る
o

次

に
然

ら
ば
、

わ
が
国

営
時

に
お
け

る
海

軍
力

充
實

の
實

際
乃

至
、

そ
れ

に
要

せ

る
経
費

は
果

し

て
、
如

何
な

る
も

の
で
あ

っ
た

か
。
先

に
述

べ
た

る
如

く
、
嘉

永
六

年
九
月

、
幕
府

は
時
勢

に
促

さ

れ
て
遽

に
祀

法

を
破

っ
て

・

幕
末
の
財
政
棄
齪
に
つ
い
て

第
三
十
五
巻

一
一
五

第

一
號

一
一
五

L同 上 書 「,二 六 五 頁 以 下8)

L練 再 夢 記 事 「,巻 一(第 一 冊,四 八 頁:19)



,

幕
末

の
財
政
素
魁

に
つ
い
て

第

三
十
五
巻

一
一
六

第

一
號

一
一
六

大

船

製
造

の
禁
を
解

き

し
も
、
早

く
も

そ

の
翌
月

、
.
和
蘭

に
劃

し

て
軍
艦
購

入

の
交

渉

を
な

し
て
み

る
。
今

、
か

勘

碁

交

渉

経
緯

に
つ

い
て
細
説

す

る
の
馨

を
存

し
な

い
か
ら

、
次

に
そ

の
噴

額

の

み
を
掲

げ

よ
　
。

先

づ
幕
府

の
外
国

よ
り
購

入

せ

る
軍
艦
及

.び
そ

の
代
償

は
次

の
如

く

で
あ

る
。

成
.

臨
(
受
取

、
安
政

四
年
)
.

+
萬

弗

開

場
(
受
取

、
慶
應

三
年
)

四
十
萬
弗

朝

陽

(
ク

ク

五
年
)

"

カ

"
ノ
カ

ミ
(
・

・

四
年
)

+

一
萬
弗

富

士
(
"

慶
應

兀
年
)

二
茜

髭

蜂

τ

々
(
〃

ク

)

四
+
萬
弗

コ

ヨ
く

へ
ゆ

　
　

ユ
お

ノ

の

し

　ロ
て

コ
ロ
　

ヒ

ニ
ノ

　

カ
　
　

圷

」

罰
7

'
5

ク

一
一
勾

、

』
一

戸

繹

勇

め

叉
幕

府
購

入

の
船
舶

の
代

償

は
衣

の
如

く

で
あ

る
、。

ラエ 長 太 長 協.長 昌 順 千 健 千 鵬
リ
シ 崎 干 崎 鄭 崎 光 動 議 順 秋 期
1
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ク 香 ク ク ク ク番 ク ク ク ク ク ク 受
)).8v

)

二
年
)))

三
年
)

))))V

一
萬
六
千
弗

二
萬
二
千
弗

三
萬
四
千
弗

+
五
萬
弗

四
萬
二
千
五
百
弗

六
萬
六
千
弗

十
三
萬
五
千
弗

四
萬
八
千
弗

+
九
萬
五
千
弗

+
萬
弗

三
萬
弗

.飛 千 行 ケ 奇 異 龍 鶴 美 太 黒 榊 翔

.龍 歳 蓮 雫 捷 鯨 翔 港 袈 江 龍 速 鶴

丸 丸 丸 ル 丸 丸 丸 丸 丸 丸 丸 丸 丸
. (((((((((((((
ク ク ク ク ク ク ク ク ク ク 〃 〃 鵡

元
治
元
年
)

〃

)

ク

)

慶
應
元
年
))

二
年
))))))

三
年
)

+
四
萬
五
千
弗

四
萬
七
千
五
百
弗

+
二
萬
五
千
弗

+

一
萬
弗

三
萬
五
千
弗

ク
三
萬
弗

二
+
萬
弗

+
萬
五
千
弗

六
萬
弗

七
萬
五
千
弗

三
萬
弗

八
萬
弗

.・o) これ に關 して は.海 軍 歴 史 の「記事 の外 ,水 田稻 薬氏 著.幕 末 に於 け る我 海軍
と和 蘭 「参 照

■1),12)L海 軍 歴史 「,巷 二 三(L海 舟全 集 「,巻 八,四 四三 頁以 下)



以
上
こ
れ
を
合
計
す
れ
ば
三
百
三
十
三
萬
六
千
弗
の
亘
顕
と
な
る
。
し
か
も
こ
れ
に
は
肯
脱
漏
も
あ
る
べ
く
い

且
又
買
取
代
金
未
詳
の
も
の
を
除
外
し
て
み
る
。
な
ほ
、
安
政
元
年
五
月
建
造
の
鳳
凰
丸
以
下
内
地
建
造
の
船
艦

陶

亦
十
余
隻
を
算

ふ
る
も
、
こ
れ
等
も
そ
の
主
要
な
る
材
料
を
國
外
に
仰
ぎ
、
又
そ
の
製
造
に
關
し
て
も
主
と
し
て

高
給
を
以
て
聰
し
た
る
外
人
技
師
職
工
の
力
に
な
っ
て
み
る
か
ら
、
こ
れ
が
建
造
費
も
亦
砂
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
例
之
、
文
久
三
年
進
水

の
千
代
田
艦
の
建
造
費
は
凡
そ
七
萬
爾
で
あ
っ
た
。

右
は
船
艦
の
購
入
乃
至
建
拙39
の
経
費
を
概
観
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
以
て
海
軍
費
の
総
計
と
速
断
す
べ

か
ら
ざ
る
こ
と
は
い
ふ
迄
も
な
い
。
即
ち
件
っ
て
生
す
べ
き
維
持
費

の
亘
額
な
り
し
を
閑
却
し
て
は
な
ら
阻
。
こ

れ
に
は
海
軍
総
裁
以
下
軍
役
の
俸
給
よ
り
,衆
組
員
の
給
料
,
.石
炭
代
.
賄
料
等
の
緯
常
農
及
び
臨
時
修
緋
費
等
亦

軽
少
で
な
い
。
例
之
、
「
開
場
御
船

一
ケ
年
強
御
入
用
高
取
調
書
」
に
よ
れ
ば
開
場
艦

一
ケ
年
の
入
費
は
實
に
十
四

萬
六
千
五
百
九
十
二
爾
二
分
永
二
百
二
十
五
文
二
分
の
計
算
と
な
っ
て
み
る
。
よ
っ
て
見
る
に
前
掲
船
艦
の
総
維

持
費
の
如
何
に
莫
大
な
b
し
か
ゾ
判
る
で
あ
ら
う
。
慶
應
三
年
十
月
の
「
海
軍
御
定
金
之
儀
取
調
申
上
候
書
付
」
に

は

一
ケ
年
定
金
九
十
二
萬
八
百
爾
余
と
見
え
て
み
る
。
こ
れ
を
以
て
絶
鍋
正
確
な
る
計
算
と
見
る
を
得
す
と
す
る

9

も

、
海

軍

維
持
費

の
如

何

に
豆

類

な
り

し

か
を
察

す

る
こ
と

が
出

家

よ

う
。

以

上
略

述

せ
る
と

こ
ろ
を
以

て
、
幕
府

が
海

軍

の
創

設
な
ら
び

に
そ

の
維
持

の
た

め

に
要

し
た

る
経
費

が
、
全

ぐ
幕

末

特
有

の
新

規

な

る
も

の
な

る
に
拘

ら
す

、
窮

迫

せ
る
幕
府

財
政

に
と

り

て
如

何

に
重
大
な

る
負

捲

た
り

し

か

ゴ
判

る
で
あ

ら

う
。
し

か
も

、
幕
府

財

政

を
署
迫

せ
し

め
た

る
幕
末

の
新

経
費

は
な

ほ
他

に
多

く
存

し
た
。
項

幕
末

の
財
政
棄
齪

に
つ
い
て

・第

三
十
五
巷

一
一
七

第

一
號

一
一
七

3)
4)
5)
6)

L同 上 書 「,四 五 五 頁以 下

L同 上:書■,四 八四 頁
L同 上 書 ■,四 九 二 頁以 下
」同上 書■,四 八八 頁



幕
末
の
財
政
棄
齪
に
つ
い
て

を

別

に
し
.て

こ

れ

を

吟

味

す

る

こ
と

、
し

よ

う

。

第
三
十
五
巻

一
一
八

第

一
號

一
一
八

四
、
製
鐵

・
造
船
所
の
建
設
と
そ
の
費
雨

右

に
述

べ
た

る
と

こ
ろ
を
以

て
、
幕
府

が
そ

の
窮

乏

せ
る
財
政
状
態

を

顧

み

る
の
逞

な

く
、
根

合
不

十
分
乍

ら

も

真

秀

る
支

出

を
敢

て
し

て
、
と

も

か
毒

草
力

の
充
實

に
努

力
を
傾

注

せ
し

こ
と

が
知
ら

れ

よ
う
・

か

く

の
如

く

に
し
で
幕

府

は
次
第

に
諸

外
因

よ
り
軍

艦
及

び
運
途

船
を
購

入

せ
し

も

の
で
あ

る
が
、

そ
の
多

く

は
老

朽

せ
る

船
艦
を
粉
飾
長

、
我
に
與

禽

も
の
で
あ
っ
霧

島

え
す
修
繕
の
要
が
あ
っ
た
。
幕
府
は
こ
れ
に
慮
す
る
た
め

に
安
政

四
年
(西
、
一
八
五
七
年
)
長

崎
飽

ノ
浦

に
製
鐵

所
を
建

設

す

る
に
決

し
、
経
費

五
萬
敷
千

爾
余

を
投

じ

て
文
久

元

年
(西
、
天

さ

年
)
長

正

せ
し
め

㍉
。
然

し
乍

ち

、
こ
は
江
戸

と
隔

絶

し

て
種

々
歪

多

き

の

み
な
ら

す

・
そ

の
規
模
狭
小
で
あ
り
實
は
修
理
画
造
船
の
用
に
殆
ん
ど
適
せ
す
、
折
角
工
を
成
し
乍
ら
幕
府

に
て
は
そ
の
監
置
を

が
タ

蓬
々
毒

響

に
迄
廻
漕
し
て
修
理
せ
し
む
・
如
嘉

末
で
あ
っ
も
。
蒋

お
い
て
か
・
.江
戸
近
傍
三

大
造
船

所
蓬

讒
せ
ん
と
す
る
議
が
漸
盛

ん
と
な
っ
た
躍

の

(
註

一
)
「
鞄

電
遺

稿
」
に
は

こ
れ
に

つ

い
て
の
オ
ーフ

ン
ダ
公
使

の
忠
告

を

記

し
た

る
後

な
ほ
次

の
如

く

い
っ
て
み
る
。
曰

く

『
…
退

い
て
小

栗
氏

(註
、
勘
定
奪

小
栗
上
野
介
)
・
相
談
蓬

げ
・
に
、
既
に
軍
磐

享

・
呈

は
蓑

暑

中
の
事
な
れ
ば
・
之
を
修
集

る
の
庫
な
か
る
べ

か
ら
ず
、
呪
ん
や
唯
今
の
如
乱

破
国
用
余
の
嘉

を
買
ひ
、
或
は
託
し
て
新
調
す
・
義

篠

露

な
き
以
上
は

一
た
び
霧

蔭

・
忽
ち
用

を
爲
す
能

は
ず
、
文
理
船

の
度
毎
に
外
國

へ
運
航
す
る
時

は
、
往
返
費
用
計
り
も
柊
哲

の
事
な
れ
ば
、
断
然
、
良
工
を
迎

へ
近
港

に
て
然

る
可
き

場
所
を
選
ば
せ
取
建

る
こ
と
に
決
定
』
云

々
と
。
叉
萬
延
元
年
十
二
月

の
長
崎
奉
行
上
製
舌
に
も
、
即
今

の
時
勢
海
軍
力
充
實

の
急
務
を
論

じ
た
る

後

『
..然
る
虎
、
鑑

和
蘭
壕

へ
御
読
者

賀

上
の
御
磐

糞

破
損
・
尋

、
外
理

窟
候
と
も
駕

κ
て
の
製
造
と
菩

・
姿

見

へ

・)L海 軍 歴 史 「,巻 六ぐL4/J全 集「,巻 八,九 三頁 一"〇三頁)
2)L懐 往 事談 「一 二五 頁

3)」 鞄 巷遺 稿 「一 〇 三頁 以下
4),5)L海 軍 歴 史 「,巻 二 〇(L海 舟 全 集 「,巷 八,三 七 八頁 以 下)



障
れ
の
番
所
等
吟
味
も
届
兼
候
間
､
大
坪
航
韓
懸
念
無
之
と
も
雛
申
』
云
々
と
述
べ
､
何
れ
も
常
時
の
賓
情
を
偉
(
て
ゐ
る
O
し
か
し
て
同
ヒ
書

は
達
妙
所
建
設
の
利
産
を
説
い
て
『
･･御
薗
に
て
御
製
造
相
成
候
特
は
御
入
用
方
に
お
い
て
は
同
棲
之
芦
に
は
候
得
共
､
職
方
賃
銭
を
始
め
都
て

下
々
之
潤
に
相
成
､
上
を
現
し
下
を
鐙
し
候
評
に
て
畢
責
､
巨
商
之
肘
御
国
之
内
に
止
り
'
嗣
之
御
痔
可
然
毒
に
付
.
御
沙
汰
之
温
此
上
は
可
成

5

丈
御
国
地
に
氷
い
て
繋
造
出
衆
候
選
ひ
忙
仕
度
』
云
々
と
い
っ
て
ゐ
る
｡

し
か
し
て
元
治
元
年
十

1
月
に
至
っ
て
愈
々
横
須
賀

に
建
設
の
鶏
決
L
t
翌
二
年
三
月
'
三
賀
保

･
自
仙

･
内

浦
三
滑
に
亘
る
地
坪
七
第
四
千
三
百
余
坪
の
地
を
似
て
敷
地
に
充
普
す
る
こ
と
と
な
っ
た
(
な
は
..
横
溝
に
も
製
織
所
を

象
儲
ブ
る
三

㌔

な
っ
た
が
'
｡
れ
は
規
模
狭
小
で
あ
っ
た
)
｡
同
年
五
月
委
員
が
そ
の
経
費
の
濠
算
額
を
調
査
せ
る
も
の
に
よ

れ
ば
､
工
場
そ
の
L他
家
屈
の
維
坤
也
千
八
百
余
坪
'
組
計
金
二
十
二
寓
六
千
両
i.
敷
地
の
土
工
農
十
二
寓
八
千
両

6

を
要
す
べ
き
見
漬
-
で
あ
っ
L
I
o
右
珠
算
を
以
て
工
事
に
着
手
せ
ん
こ
と
を
上
申
せ
L
に
著
し
で
老
中

は
.B革
我

が
国
の
創
業
に
係
-

互
額
の
経
費
な
-
'
宜
し
-
費
用
唾
液
に
勢
む

べ
L
と
訓
令
し
て
ゐ
る
O
こ
の
建
設
工
事
は

フ
ラ
ン
ス
を
し
て
常
負
は
し
む
る
こ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
'
元
治
二
年
正
月
二
十
九
日
'
我
が
老
中
水
野
和

7

泉
守
'
若
年
寄
柄
井
飛
騨
守
連
署
を
以
て
フ
ラ
ン
ス
公
使

へ
安
附
せ
る
｢
製
戯
朋
約
定
書
｣
に
次
の
如
き

!
項
が
あ

る
｡t

'
製
織
･
修
船
･
造
船
の
三
周
取
立
讃
入
用
絶
計
凡
高
t
ヶ
年
六
十
蔑
ド
ル
ラ
ル
､
都
合
四
ヶ
年
二
官
四
十
罵
ド
ル
ラ
ル
に
て
落
成
の
事

但
､
備
圃
同
政
府
へ
約
定
書
相
届
候
上
は
右
の
六
十
寓
ド
ル
ラ
ル
取
揃
置
へ
-
､
額
四
ヶ
年
の
間
年
々
納
方
ド
ラ
ル
ラ
差
支
不
申
梯
可
政
事

右
は
即
ち
幕
府
の
造
船
所
設
立
経
費

に
つ
い
て
の
フ
ラ
ン
ス
と
の
契
約
で
あ
る
が
'
寡
好
が
こ
れ
に
基

い
て
賓

際

に
支
沸
ひ
た
る
金
額
は
果
し
て
幾
許
で
あ
っ
た
か
o
こ
れ
に
関
し
て
は
明
治
元
年
四
月
'
同
所
を
明
治
新
政
府

幕
末
の
財
政
薫
乱
に
つ
い
て

第
三
十
五
巷

二

九

第

l
競

二

九

763 LL欝空墓 守讐 暫 嘉 覧 毒表謡 警循二｡(L,*舟全集｢,凱 四｡四割



幕
末

の
財
政
棄
齪

に
つ
い
て

第

三
+
五
巻

=

一
〇

笙

號

一
二
〇

め

に
引
渡

せ

る
際

の
書

類

に
左

の
如

く
見

え

て
み
る
。

一
、
洋
銀

二
百
四
十
萬
弗

一
ケ
年
六
+
萬
弗

つ
エ
、
四
ケ
年
分
佛
國
政
府

に
約
定

せ
し
日
常
高

内百
五
十
{禺
八
千
四
百
二
十
四
弗
四
十

一
仙
↑

慶
應
元
年
乙
丑
八
月
起
工
よ
り
、
本
年
戊
辰
三
月

に
至
る
ま
で
機
械
物
品

の
買
上
代
償
井
、
遣
船
造
家
大
工

の
費
用
そ
の
他
雇
佛
人

の
給
料
職

工
人
足
の
賃
銭
経
緯
費
支
梯

之
分

八
十
……翻
歯
千
漸
眉
七
十
尻
弗
汎
九
仙

現
今
よ
り
落
成

に
至
る
ま

て
の
目
當
高
な
り
、
然
れ
ど
も
製
鐵
所
起
工
以
來
物
慣
騰
貴

に
付
、
概
略

一
ケ
年
分

の
経
費
即
ち
六
十
萬
弗
内
外

不

足
す

へ
き
見
込

外

に

来

二
千
三
百
九
十
使

役
A
皿
手
・欝
金
八
千
六
百
三
十
八
}嗣

一
分

製
鐵
所
奉
行
以
下
官
吏
四
+
玉
名

一
ケ
年
分
支
給
高
、
但
製
鐵
所
奉
行
以
下
持
高

は
算
入
せ
す

の

な
ほ
、
明
治
三
年
十
月
製
鐵
所
の
現
状
報
告
書
中
に
は

『
製
鐵
所
創
業
よ
り
明
治
元
年
四
月
迄
に
奮
幕
府
の
支

出
せ
し
費
額
』
と
し
て
次
の
如
き
計
数
を
示
し
て
み
る
。

横
須
賀
製
油腰
折

の
部

.

金
九
十
八
萬
八
千

二
十
三
雨

一
分
永
百
三
十
七
文
五
分

此
洋
貨
百
三
十

】
萬

七
千
三
百
六
十
四
弗
五
十
二
仙
(
但

一
弗

昌
借
銀
四
十
五
匁
替
)

横
濱
製
鐵
所

の
分

金
九
萬

八
千
九
百
四
十
七
雨

一
分
永
百
九
十
四
丈
九
分

LT須 賀海 軍船 廠 史「,巻 一,九 五頁 以 下8)

りL同 上 書 「,一 六 八頁



此
洋
貨
十
三
萬

一
千
九
百
二
十
九
弗
九
十
三
仙
(同
上
)

右
の
如
く
幕
府
は
自
ら
の
綴

に
・
つ
て
・
の

芙

事
業
を
完
成
す
・
に
至
享

、
從

っ
て
肇

の
四
ケ
年
繊

績

二
百
四
+
萬
弗
と

い
査

費
の
全
部
を
支
出
せ
し
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
も
.」
れ
が
幾
多
新
饗

蟹

の
得

呻
吟
し

で

あ

っ
た
幕
鷺

政
當
局
に
と

っ
て
重
大
な
養

警

り
し
.、
と
は
敢
て
い
ふ
迄
も
な
い
と
.、

ろ
で
あ
る
・
篤

者
の

天

た
り
し
柔

安
藝
守
は
・」
の
襲

捻
出
の
彗

憂
慮
し
て
小
栗
上
野
介

に
向

っ
て
、

『
■:
籍

曹

器

ら
れ
よ
・含

お
い
て
は
駕
す
・
誉

ざ
を

我

に
奮

、
既
に
託

せ
し
後
は
如
何
と
も
な
す
べ

か
ら
婁

至

と
告
げ
て
・
こ
れ
建

設
に
閲
す
　

・
ソ
ス
と
の
毒

量

蓼

促
し
た
.
然
・。
に
、
藁

は

コ

コ

ロ

コ

　

コ

ロ

ロ

コ
よ

ド

ト

ア

ユ

　
ロ

　

コ

づ

ロ

コ

コ

ラ

ッ

モ

　
　
　ド

コ
コ
じ

ロ

ヨ

　
　

リ

ロ
　

け

　

ら

ロ

ぽ

ミ

　

ら

レ

ら
　
ニ

　

ノ
ら

り

　

ロ

モ

ロ
　

せ

し
り

ほ
ピ
ロ
　

ニ

リ
ロ
　

ド
ほ

ロ

」
'

鴫
'

門り

p
一
ρ¢
一

)

げ
、
ρ
弊

に

虻

、
副
…
沸τ

旧
『
醜
語調
…
)

緊

)

謳

了
ト
し
田
㌔
r

野

L
/
朝

岡

-

匿
d
能

、り
.L
己
に

一r
.
,『

'
」
'

つ

て

こ

れ

に

お

へ

て

ぞ

コ
　
　
　

　
の

　

　

に

き

ノ
ゼ

ぱ

ヨ
　
ヨ

　

コ　

　
　

ま

ノ

　
し

の

を

　
ノ

　

カしざ
ロ
　

ロノ

　財

を

移

し

て

他

に

供

す

・

が

如

・

に

あ

ら

す

、

故

に

な

か

・

べ

か

ら

ざ

・

ド

ッ

ク

修

船

所

を

取

立

る

と

な

ら

ば

、

却
っ
て
他
の
冗
費
を
尊

・
畳

を
得
・
の
盆
噌

、
叉
、
愈

々
出
来
の
上
籏

號
に
睾

を
染
出
す
も
、
猶
+

講

責
家
の
榮
餐

摩

可
い
』
云
々
と
語
っ
た
・
い
ふ
・
・
で
あ
・
.
私
共
は
.、
の
會
話
に
よ
っ
て
當
時
の
幕

府
財
政
難

の
情
を
想
見
・
得
・
・
共
に
、
彼
が
・
の
國
車
裁

、
財
政
窮
乏
の
最
中
に
、
窃

に
幕
府
の
命
脈
の

奪

論

る
を
承
知
し
乍
ら
・
不
朽
の
妻

を
興
・
て
蕪

百

を
穿

る
の
責
釜

さ
ん
、
せ
し
、心
事
を
諒
、

処

き
で
あ
ら
　
・
前
掲
新
政
府

へ
引
馨

の
一下
す
が
聖

、
工
事
着
手
暴

麹

ニ
ケ
隼

の
明
治
元
年
三
月
迄

に
約
百
五
+
嘉

の
轟

を
了
し
て
ゐ
・
が
、
・
の
纏

の
墜

當

っ
て
財
用
給
せ
ぎ
b
し
た
め
に
在
横
濱
佛
國

蕎

會
獲

び
佛
國
都
響

牡
に
交
附
す
べ
・
金
額
五
+
蔑

の
融
通
道
な
く
、
裏

を
投
じ
た
る
蟻

賀
、
横

第
三
十
五
巻

一
二

一

第

一
號

一
二

一

幕
末

の
財
政
棄
.配

に
つ
い
て

10)L鉋 巷 遺 稿「・ 一 〇 四頁



幕
{木
の
財
政
棄
齪
に
つ
い
て

第
三
十
五
巻

=
一
二

第

一
號
㎝

一
二
二

濱

爾

製

鐵

所

を

抵

當

と

す

る

こ

と

に
よ

っ
て

、
縫

に
西

暦

、

一
八

六

入

牢

已

月

一
日

(我

が
明

治

元

年

二
月

八

日
)

m

よ
り

七

ヶ
月
間

に
元
利

を
償
却

す

る

こ
と

を
承

諾

せ
し
む

る
こ
と
が
出

來

た
。

し

か
し
て
前

記
百

五
十

萬
弗
支

梛

濟

の
分

の
外

は
幕
府

自

ら

の
壊
滅

の
た

め
逡

に
支
彿

仁
及

ば
す

、

こ
れ
を
新

政
府

に
委

ね

た

の
は
勿

論

で
あ

る
。
.

「
戊

辰

日
記

」
に
擦

れ
ば
新

政
府

『
當

辰
年
(即
、
明
治
元
年
)

御
入
用
』
云

々
と

し

て
の
諸
項
中

に
『
四
十

萬

爾
横

濱
製

均

鐵

所
』

と

い
ふ
も

の
が

あ

る
が

、
新

政
府

が
英

国

オ

リ

エ
ン
タ
ル

バ

ン
ク
よ
り
借

入

れ
た

る
洋
銀

五
十

萬
弗

は
さ

鋤

き

こ

箋

導

仔

ゲ

ざ

金

石

弗

D

た

わ

こ

玩

嘗

と

ば

る

丙

製

載

沢

溝

型

し

D

静

羽

と

ビ

ら

先

に

も

D

で

あ

る

。

蜜

、

司

一

訥-

一-月
,

り'
イ

∠
.一一
'
話
」
(

噛

・ー

ー

」司」
、'
1

,

,
h一

犀互
ノ
p倒

～

一=鵬r
I
I

(

・コ'
「)

「

曙

」
一

(

騨

d̀

1

咽一r■」

「

所

に

は

附

属

の

諸

設

備

の

み

な

ら

す

㍉

牧

藏

の

兵

器

、

軍

需

品

等

の

あ

る

あ

り

、

こ

れ

ら

は

草

創

の

新

政

府

に

と

(註
5

つ

て

も

、

も

と

よ

り

必

要

歎

く

べ

か

ら

ざ

る

も

の

で

あ

っ

た

か

ら

で

あ

る

り

(
註
二
)横

須
賀
製
鐵

・
造
船
所
の
工
事
は
幕
府
崩
…厩
一後
も
勿
論
結
綴
せ
ら
れ
、
漸
次
由元
値
…せ
ら
れ
て
途
に
今
月

の
海
軍
船
廊
…と
な
り
し
も
の
で
あ

る
。
明
治
四
年
十
月

二
十
五
日
首
長
ウ

ェ
ル

昌
1
が
創
業
以

來
の
沿
革
を
肥
田
造
船
頭
に
報
告
せ
る
う
ち
に

『
…
方
今
既
に
籔
ケ
所

の
工
場
を

設
置
し

て
修
船
事
業

に

一
晩
鮎
な
き
に
至
れ
り
』
と
述

べ
、
叉
『
本
所
創
立
以
降
明
治
四
年
六
月
(
西

、

一
八
七

一
年
八
月
)
迄

の
経
費
全
額
は
百

コ

つ

五
十
八
萬
七
百
九
十

一
弗

に
し
て
、
現
今
着
手
せ
る
工
事

の
主
要

な
る
も
の
は
、
第

二
號
船
渠
築
造
及
倉
庫
建
設
な
り
』
云

々
と
あ
6
。
今
日

よ
り
見
れ
ば
も
と
よ
り
小
規
模
な
る
も

の
に
過
ぎ
な
か

っ
た
が
、
か
く

の
如
く
に
し
て
幕
府

が
財
政
逼
迫

の
う
ち
に
企
劃
せ
し
こ
の

一
大
事
業

は
、
そ
の
倒
壊
後

、
新
政
府

の
手
に
よ

っ
て
着

々
そ
の
工
を
途
げ
つ
エ
あ

っ
た

の
で
あ
る
。
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